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空疎な平和

ジョージ・オーウェルの小説『1984』では、全ては、「戦争は平和である 1」というス
ローガンを掲げ、全体主義的な統治を行う政党の支配下にある。その世界では、平和と
は常に望ましく、目指すべき理想的な状態とされているが、決してそれが実現されるこ
とはない。戦争と平和というこの相反するものは、なんの矛盾もなく、常に同時に存在
することができる。例えばテロに対する闘いを考えてみれば、平和な状況にあっても軍
備は投入され、また戦争が、人道支援として妥当な手段と見なされる（軍事的人文主義）。
私たちは、オーウェルの描いた世界のような、撞着語法の只中にいるのだろうか ?
戦争は、市民を守り平和を維持するための手段として許容されるべきなのか、またいっ
たい誰を侵略者とし、誰を平和を保証する者とみなすのか、この重要な問題については、
激しい論争が起こっている。起きた事件についての再解釈やその提示の仕方、原因が
及ぼす影響を歪曲することといった情報操作は、戦争を正当化するために使われるテク
ニックである。フェイク・ニュースの溢れるこの時代、私たちの抱く現代的な平和のイ
メージに対し、それがいったいどのような影響を及ぼすのだろう ?私たちの抱く平和の
イメージは、どのくらい過去の戦争に結びついているのか、あるいは、今行われている
平和運動はどうすればより効果的なものとなりうるのか、絶え間なくその姿や有り様を
変え続ける戦争や暴力にどう対抗すればよいのか。

運動としての平和
平和運動の来し方をふり返ったとき、そのピークであった 80年代、アメリカとソ連に
よる核の軍備競争（NATO二重決定）に反対するべく起こった大衆運動がある。核兵
器のもたらす破滅の脅威は、様々な組織や階級の代表者によってイニシアチブが取られ
た市民運動への参加を一般市民に促した。冷戦の危機が最高潮に達した 80年代初頭に
おける軍備競争の段階的拡大は、各陣営が同等の軍備を備えることが平和を維持するこ
とにつながるというモットーに基づき、軍備の拡張は、世界の安全を保証するものとさ
れた。ところが実際は、軍拡競争は戦争の危険を増大させた。資本主義圏と社会主義圏
という、イデオロギーを異にする国々の間で起こった軍事的対立は、地政学的、経済的
な優位性を獲得するべく、南米、アジア、それにアフリカへと対決の場所を移していった。
第二次世界大戦後、和平合意は、外交的な「脅威の均衡」と、国内の市場経済の安定によっ
て、各国社会の平和を保証するものであった。
1989年を転換点として、平和運動は、調停や紛争協議といった方法を要求し、そうし
た平和的な処置によって、具体的に紛争の解決を目指すように変わっていった。例えば、
旧ユーゴスラビアへの空爆（90年代）やイラク戦争（2003）においては、NATOの
軍事行動が「国連の合意を得ていない」ことに反対するデモが繰り返され、それを境に
平和運動の影響力や明快さは薄れていった。戦後の平和運動における最大の共通基盤で
あった核の軍備拡大に対する抵抗運動は、西欧諸国においては、軍縮が進むにつれて、
この問題の国内政治における重要性は低下していき、外交面では、核の保持を許される
国、許されない国という二分法が、新たな紛争の火種をもたらした。
軍備拡張の必要性や、軍事攻撃は、どのようにして正当化されるのだろう ?武力による
威嚇、ミサイルの発射、軍事演習や軍事行動、核兵器の保持、それにテロ攻撃までもが
安全を守るためのカードとみなされる。外からの攻撃によって、国内の安全が脅かされ
るだとか、国際条約違反であるとか、そういったことが軍備拡張を正当化するための理
由として挙げられる。誰々が脅威だとか、誰々が国際条約に違反しているだとか、そう
いった具合に話が展開するときは、その情報の提供者が、根強くある敵対心をあおるた
めに情報を操作している場合が往々にしてあり、それは、ウクライナ紛争やユーゴ紛争、
そしてイラク戦争の時のように、情報戦争の様相を呈するのである。
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軍備拡張の筋書き
政治的な措置を遂行しようとする時、その前段階ではいつも決まった筋書きが繰り返さ
れ、世論の賛同を得るための土壌作りがなされる。目下、日本においては軍備拡張を正
当化しようという動きがあり、安倍晋三政権は北朝鮮問題や中国の軍事的な脅威を理由
に、軍備や憲法改正の正当性を主張している。安倍政権は、平和主義的な観点から制定
された戦後憲法の、そのまさに平和主義を規定した憲法 9条を骨抜きにしようとしてい
る。憲法 9条において武力の行使の永久的な放棄と、そのために「軍隊」を保持しない
ことを宣言した日本は、「軍隊」を「自衛隊」と呼称することで、憲法に反して軍事力
を保持することの矛盾を切り抜けようとしてきた。この憲法９条の解釈をめぐる論争は
50年代から延々と繰り広げられてきた。そして、2014年 7月 1日の閣議決定が、そ
の激しい議論の流れを一変させた。この閣議決定で、政府は憲法９条の解釈を 180度
転換させ、憲法を改正することなしに、それまで憲法により不可能とされた集団的自衛
権の行使を容認した。そして 2016年 3月 29日、この「新解釈」に基づく「平和安全
法制（安保法制）」が施行された２。
安倍は軍事研究への予算をおよそ 20倍にも増やし、海外派兵や共謀罪に関する法案を
成立させた。評論家は共謀罪に関する法案、「テロ等準備罪法案」に関して、犯罪組織
を規定する難しさ、労働組合員や人権運動家、NGOの代表者、環境保護や原発反対派
の活動家までもがこの法案の対象となる危険性を指摘した。オーストリアにおいて刑法
278条のテロ対策法案が動物愛護家に向けられたように。
戦後憲法における平和主義を規定するものとして、日本人のアイデンティティを構成す
る憲法 9条は、同時に自衛という名のもとでの再武装という矛盾もはらみ続けてきた。
安倍はその平和主義の思想に基づいて、自明とされてきたものを変えることを狙いとし
た。戦後、世界中の国々が本来目指すべき在り方として、平和を希求することを法的に
規定すべく制定されたこの憲法は、見方によってはオーストリアの掲げる永世中立 3の
立場と並立するものである。その一方で、日本はアメリカから軍備拡張を求められてき
た来た経緯があり、それは今日でもなお、沖縄における米軍基地問題の争点となってい
る（35,000人の、日本の司法権の及ばないアメリカ人兵士が沖縄に駐留している）。
日本政府が在日米軍に対し年間に支払う駐留費経費の額は決して少ないものではなく、
それは言い方を変えれば、アメリカが沖縄をミサイルの発射基地として使うことに、 
日本がわざわざ 190億ドルものお金を支払っているということになるのだ。そして興
味深いのは、この国の在り方を一変させるような憲法 9条改正に関する世論調査で、日
本人の半数は、戦争を可能にするこの憲法改正に賛成しているということだ 4。一方で、
2015年 8月 30日、安保法制に反対する国会前デモ 5に参加した人々は 12万人にも
および、国民は二分されている。

条約化された暴力のスパイラル
平和（いさかいもまた）とは条約や同盟、それに国際法の取り決めや合意に基づく状態で、
これらの規定に対する違反行為の有無によって、そのいずれかに定義付けされる。国際
連合は 193の加盟国により組織された国際機関で、国連憲章により国際平和の保持を最
重要課題とし、国際法の遵守が人権ひいては国際協力の促進につながるとする。しかし、
1945年以降に西側諸国によって行われてきた戦争や国連の同意なしでの軍事行為に関
しては、誰も明確に責任を問われないままになっている。歴史家のダニエレ・ガンザー
は、例えば 2003年のイラク戦争のような違法な戦争が、暴力の負の連鎖を引き起こす
原因となると非難する。国連の同意なしでのNATO諸国、アメリカ、イギリスからな
る連合軍の攻撃により 100万人を上回る死者が出た。そして当時、フセイン政権時代に、
イラク軍の将校であったり、政治家であった者たちは、スンニ派のイスラム過激派組織、
ISILの中核をなし、シリア情勢を不安定にするとともに、ヨーロッパにおいてテロを
行っている。シリアへの軍事介入も、同じく国際法に沿ったものではなく、1999年の

NATOのセルビアへの空爆など、違法な軍事攻撃のリストは長いものになる。ダニエレ・
ガンザーによれば政権を交代させるためや、経済的、地政学的な利益を得るための軍事
攻撃のほとんどが、暴力禁止の原則に反している。国連憲章に従うならば、他国への武
力行使が許される国は、ひとつとして存在しない。つまり、1945年以降、すべての戦
争は違法となったのだ。例外として、自衛のための戦争と、国連安全保障理事会で決議
されたもの、そのふたつにおいてのみ武力行使が認められている。また、近年ではいわ
ゆるテロとの戦いにおける軍事行為も黙認されるようになった 6。

有権解釈をめぐる争い
軍備拡張や軍事行為が正当化される条件についての有権解釈をめぐっては、激しい議論
が行われる一方で、さまざまなメディアで、市民に軍事行為を容認させるようなキャン
ペーンが展開されている。戦争は、国家の安全が脅かされているということを理由に正
当化される。その際、相手に甚大な被害をもたらすような攻撃や、違法な武力行使は、
国民の目から隠され、むしろその攻撃が安全保障に寄与しているかのごとくに偽装され
る。イデオロギー的な立場が、同盟関係において、あるいはメディアによる報道の中で
どう作用し、それが軍事行動の解釈にどんな影響を与えるかということは常に問題とな
り、その軍隊の出撃は平和条約違反なのか、平和確保のため、もしくは予防措置とみな
されるのか、あるいは侵略行為と表現されるのか、そういったことに関わってくる。
戦争の本来の目的をごまかすための有権解釈、偽りの情報を流す、情報操作、人々の不
安を煽る、といったことは、戦争がやむを得ないものであると見せかけるためのテクニッ
クである。前線の様子、利害関係の存在、本来の意図、責任の所在、相手国との関係性
といったものは「隠された戦争」によってますます見えないものとなり、またそれらの
隠蔽は、無人機での攻撃、ネットワークに対するサイバー攻撃といった技術の進歩によ
り、さらに完璧なものになる。事実が歪められること、偽装工作、状況の不透明さによっ
てプロパガンダに対する抵抗力はどんどん弱まっていく。アレクサンダー・クルーゲは
見ることができ記述することができる本当の戦争と、ポテンシャルとして常に内に存在
する戦争とを区別する。触れることも見ることもできる潜在的な暴力というものも存在
する 7。例えば自由貿易協定締結の際の駆け引きなどは、軍事的な和平交渉における様々
な局面と重ねてみることができる。一方は、協定の条件を協議する際にどの国がより良
い条件を得るか、もう一方は、どの相手と契約すれば、より良い条件を通すことができ
るか、政治と経済の間、企業の利益と国民の利益の間、などにも同じ駆け引きが存在する。
どのような条件で、誰が除外され、誰が得をし誰が損な役回りを担うのか、そういった
ことが常に問われる。経済と平和と戦争の関係はいつも非常に複雑である。経済や国家
の財政は政治的な不安定さの影響を受けやすいため、経済協定を実現する前提としての、
平和協定というものは商取引きの発生以来続けられてきた。他方では、戦争は常にその
真の意図を明らかにしない
陽動作戦であり、大資本や大企業が多大な利益を生み出すための動力でもあった。

社会的な軋轢
国内政策における社会民主主義を通じて平和が確保されるという戦後の西欧諸国に共通
した理念は、現在のヨーロッパにおいて、新自由主義の原則と市場原理主義の教義に取っ
て代わられた。社会的な不安定さや不平等、不満足といったものは国粋主義的なポピュ
リズム政党を躍進させる結果をもたらした。資本主義の思想がはらむ潜在的な暴力が、
競争や自己責任、規制緩和と言い表されるようになった。実際、効率化や業績至上主義
のスパイラルは、軍事的な文脈とはまた別のところで、人々を抑圧し、個人間での争い
を生み出した。クレジットカードやローン商品、デリバティブ取引などの金融サービス
の革新が、そういった状況に拍車をかけた。過去、現在、未来を通じて、そういった金
融取引には、経済的、政治的、そして個人的なレベルでどういった潜在的暴力が潜んで
いるのだろうか。そして、そういった不本意な潜在的可能性は、どのようにして活性化
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されるのだろうか。
可能性としての平和
カール・フォン・クラウゼヴィッツ（プロイセン王国の軍人で軍事学者 1780ー 1831）
によれば、戦争の原型は終わりなく続けられる一騎打ちであり、あらゆる戦争には、そ
の一騎打ちが形を変え登場するのだという 8。クラウゼヴィッツの戦略論や哲学は、軍
事的戦略の発展よりはむしろ、マーケティングなどといった企業経営の分野に大きな影
響を与えてきた。
戦争というものが常に違う新しい形でもって表れるように、それに対抗する方法もまた
新たなあり方を要求される。芸術、政治、環境保護、社会的または人道的組織、平和研究、
紛争研究、資本主義批評家、それぞれの分野の垣根を超えて協力しながら平和的共存の
新たな形を模索していくことが必要とされる。「平和」とは、今、新たに創出され、そ
して見出されるべき概念なのだろうか ?ヘイトスピーチなどのようにソーシャルメディ
アを使って拡散される悪意が蔓延する世の中を考えた時、平和に至るには、いったいど
ういった道筋をたどればよいのだろうか ?そして現在、人工知能を開発する過程におい
ても、新たな規範が必要になってきている。
排外主義に対抗するため、対立をやめ、主体と客体を分けることをやめ、さらにすべて
の生物を対等に扱うよう、ポストヒューマニストたちは要求する。長年にわたって繰り
返され続けた主体と客体という二元論は、ティモシー・モートンによれば内と外を区別
することを起源としている。さらに「環境破壊は人間のせいだという考え方は、無垢な
自然というもが存在するという従来のエコロジー観によってもたらされている 9」とい
う。これは一つの考え方ではあるのだが、主体と客体の消滅が、平和的なつながりを促
進するといった考えについては、慎重になるべきである。社会保障や再分配、その恩恵
を共有できるものとしてのテクノロジーの発展、自然環境との注意深く、思いやりに満
ちた関わりといったものは、平和的な共存そして平和的な政治の前提となるものである。
そしてそのためには、新たな抵抗の形が求められているのだ。
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永久なる運動 ー 旗幟を鮮明にして

「この国じゃあね、おなじ場所にとまっているのにも、ちからいっぱい走らなきゃだめ
なのよ」
鏡の国にいるアリスに赤の女王がそう言う。わたしたちに幸運を約束するのは、こんな
ハムスターの回し車のような絶えざる努力なのだろうか？

近代的自我が社会の変化の原動力となったのは言うまでも無く、その変化は、進歩の歴
史として綴られてきた。めまぐるしいテンポ、ダイナミズム、すさまじい加速度で社会
はその形を変えていったが、地球もまた自ら動いているということが証明された時から、
われわれの抱く世界像はおおきく変わったのだ。それまでは考えられなかったような自
然科学の知識のおかげで、わたしたちは、空間を移動するさいの時間をある程度コント
ロールできるようになり、それによってもたらされたモビリティの高さが、あらゆる市
場のグローバル化にさらなる拍車をかけた。それはわたしたちの生活のすべてを大きく
変容させた。「速度体制の革命」だとポール・ヴィリリオは言う。
運動を支配するのは、加速度の原則である。これは動と静の関係の根本原則で、非活動
的で動かぬものは悪しとみなす。私たちは、結局のところ運動の効率を高めるために 
「時間のマネージメント」を学び、あらゆるものとの「つながり」を強くしなければな
らないのだ。（同調できないものは蚊帳の外へ放り出される） そのような状況に於いて、
「歩を緩める」というスローガンは大きな意味を持つものとなり、ドイツの都市イエナ
には、まさにその「減速」の研究に取り組んでいる機関が存在する。
本来人間は、エネルギーを消費することを好まない。だが、例えその人が「出不精」に
見えたとしても、また、放浪する永遠の狩人や、何かの収集家であろうともの、人間は、
とにかく二本の足と好奇心旺盛な頭を持ち、あらゆる未知なる物への憧れを抱くものな
のだ。例えば純粋に、外の世界の様子を見に出かけたいと思い、常に幸運や、信じられ
るものがどこにあるかを探そうとするものなのだ。
私たちにとって動くということは、どういう意味を持つのか。私たちの構築した交通シ
ステムは、動きたいという衝動が技術的に具体化されたものに他ならない！地面の下も
上も、さらには空も、どこもかしこも交通網で覆われて、その往来の激しさはある種の
破綻を引き起こすまでになっている（大渋滞、光化学スモッグ）。グローバル経済にお
いて最大の要素である交通産業は、環境汚染の最大の原因でもあり、そしてまさにこの
恐ろしい事実を一顧だにしないような考え方こそが、この産業を前へ前へと推し進めて
きた。エネルギー政策が転換期にあるということはすでに必然で、そのため賢明でエネ
ルギー効率のよい移動手段というものが早急に求められ、その新たな移動手段を手に入
れることが車を所有するよりも重要なこととなる。iPhoneと Carplayを連動させて
車に話しかけ、この先の移動に最適な手段をたずねる。例えばカーシェアがいいのか、
それとも電動機付き自転車なのか、電気自動車あるいは長距離バスを利用するのがいい
のか……そんな風にして全てがよりスマートになっていく！
人間が静止していることは稀で、何もしないというのは私たちにとって非常につらいこ
とである。人間とは基本的に探索する者であり、憧れの対象は常に動き移ろいゆくもの
の中にこそある。多くの問いや目的地をその思考の中に持ち、しかしそれに対する答え
を得ることはほとんど無く、到達地点だって果たして存在するのか。芸術や文学が担う
のはそういう領域なのではないかとも思う。
「人生を変えるべきだ！」私たちの中の何かが言う、確かに生きているにはいるのだが、
おまえはまだ本当の人生を生きていない、いまの暮らしとは、もっと違った人生がある
はずだ。こういった思いが、日ごろ抱いている不満や欲求に鋭く突き刺さる。そして現
実とこの内なる声との狭間に立って、考える。自らの人生の最適化に取り組まなければ。
しかしその最適化が、我々ひとりひとりのの生産性の向上、あるいはその維持に対する
社会的な要請の高まりに起因するものなのか、もしくは、単に我々の内なる不満に駆り
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立てられてのことなのか、その区別はほとんど困難である。頻繁に足がフィットネスク
ラブへ向かうのは、一枚の名刺だけで解決してしまうことがどんどん増え、私たちが本
来担っていた肉体労働の多くから解放されたゆえなのだが、そのため、仕事がない時も、
しばしば猛烈に体を動かしたくなる。何時間もランニングマシーンに乗ったり、筋トレ
のマシーンを使ったり。他には、エクストリームスポーツ、夜通し続けられるパーティー、
何日もディスコで踊り続ける、なんてものもある。そうやって身体は主役としての存在
を取り戻す。我々人間は、そうして身体的な運動を通じて世界との関係を構築しようと
するのだ。「動き」の実践（アジア的な身体感覚や瞑想の修練）、文化によって異なるダ
ンスのフォーム（タンゴ、サルサ、ディスコなど）、それにその文化特有のスポーツ（サッ
カー、格闘技、サーフィン、スノーボード）などは、このグローバル化し、メディアが
多様化した社会において、世界中に広められた。
   
わたしたちと運動にまつわる質問 :
――運動自体に性別はあるのか？
――身体そのものは記憶を持つのか？身体はどのようにして、
 その動き方を習得するのか？
――身体があるから運動が発生するのか、運動が身体を作るのか？
――意識の動きと肉体の動きは切りはなして考えることははできるのか？
 有名な例え : 怖いから逃げるのではなくて、逃げるから怖くなるのだ。
 （どちらも正しい？）
――都市空間やそこにある建築物はわたしたちの動きにどんな影響を与えるのか？

政治のことについてあともう一言、例えば Attac のように、世界を少しでもましなも
のにしようと、何万というプロジェクトを立ち上げ実践的な活動を続ける新しい社会運
動について。
「希望はどこにある？成熟した市民社会によって築き上げられた全く新しい社会運動。
地球のあらゆる場所に抵抗の前線が誕生している。ヒエラルキーのない、中央委員会を
持たぬ、いきいきとした一致団結のかたちを伴って。わたしたちは、はっきりと知って
いる、わたしたちが望まぬものは何かを」（ジャン・ジグレール）
わたしたちは社会構造の変化もまた、この目で確かめることができる。例えば、典型的
な大衆メディアの外側で、どのようにして社会的な不満は組織化されうるか。時代の
空気を的確に反映させた集団が形成されるインターネットコミュニティの中で、影響力 
を持ちうる市民集団が立ち上がり、いままでにない政治への関与の仕方を可能なものに
する。
それゆえ政治家もまたそれを利用して、NGOや反体制側の集団に接触して『運動』を
変質させ、驚くべき成果をあげることもあり、偽りのラベルの貼られた運動というもの
の存在もまた、大きな問題となる。
世界中あらゆる場所に入り乱れる紛争の数々は、果たして世界を救うためのものなのだ
ろうか？わたしたちは混乱気味で、一体何をどうすればいいのかよくわからない。なに
がわたしたちにとっていいことなのだろうか？そうだ！自分自身に訊いてみよう。窓に
白旗を揚げよう。もっと平和になるように、せめて今よりも、もう少しだけ……。
PS: 自らに問いかけると、また違うものが見えてくる。

Karin Ruprechter-Prenn
翻訳 小沢さかえ


